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 第 6 章では，これまでの議論から，観光における創発的な協創の課題と展望を取りま
とめた．観光においても条件を整えることで，創発的な協創を利用した空間の新たな観光
価値の生成を促すことが可能であると推察される．一方で，その協創を担う参加者をいか
に獲得すべきかという課題がある． 
本論文は，これまで明らかにされていなかった観光における創発的な協創の現状や意義
を提示した点，観光における創発的な協創を実現させるための条件を示した点で，観光研
究における新たな知見を提供するものである． 
